
 

2020 年 9 月期 第１四半期 決算説明会 質疑応答 

2020 年 2 月 5 日（水）15:30 より、2020 年 9 月期 第１四半期決算説明会を開催いたしました。主な

質疑応答は、次の通りです。 

 

Q：「DQウォーク」が3か月間の寄与をしたが、現時点での評価は 

A：ユーザー目線での個人的な意見にはなるが、「DQウォーク」はユーザーさまの声をよく聞き、その希望

を叶えるような運用ができていると思う。定期的なイベントの開催をはじめ、運営において意図を持ったコ

ンテンツを提供できている。1月の下旬にとても良いタイミングで上級職を開放できたことや寒い冬仕様と

して室内でもゆっくり遊べるイベントを開催できたことなどが良い例。細かい部分までユーザーさまの要望

に応える運用ができており、社長としても一安心している。 

  

Q：位置ゲーである「DQウォーク」のコンテンツの消費速度は 

A：一般的に位置ゲーのコンテンツ消費はゆるやかであるが、「DQウォーク」においては「ドラゴンクエス

ト」という IP の力もあり、ゲームをやり込む熱量の高いユーザーさまが多い。そのため、運用側からどれ

だけコンテンツを提供できるかということがポイントになると考えている。 

 

Q：他、既存タイトルの売上が落ちているが、マーケット環境の変化によるものか 

A：既存タイトルが落ち込んでしまったのは、前四半期と比較しておもしろいイベントが少なかったことに

よるものと考えている。一度プレイを止めてしまったユーザーさまであっても、おもしろいイベント等があ

れば再度遊んでくださる環境にあるため、悲観はしていない。2Q以降では、「アリス」「黒猫」の周年や目

新しい他社 IPとのコラボも控えており、取り戻せると考えている。 

 

Q：新作タイトルの開発費や体制に変更はあるか 

A：当社は「新しい遊び方の提案」に注力している。「新しい遊び方の提案」には試行錯誤が必要で、開発

費もそれなりに掛かってくる。抑えるところは抑え、使うところには使うといったことを意識して取り組ん

でいる。開発体制については、大きくは変えていない。 

 

 

― 以上 ― 


